
 

 

 

【韓国】 総合指数は週間で 9.7％高と 3週ぶりに大幅反発、今週も荒い値動きか 

先週の動き／今週の展望 

総合指数は週間で 9.7％高と大幅に 3 週ぶりに反発した。週明け 23 日は新型コロナウイルスの感染拡大が嫌気された

ほか、景気減速懸念も重なり大幅反落。プログラム売り呼び値の効力を 5分間停止する「サイドカー」が再び発動される

場面もあった。24－25日は一転して大幅高。米国の景気対策が

好感されたほか、韓国政府が 50 兆ウォン規模の市場安定化策

を発表したことで投資家心理が改善した。ただ、指数は 2営業

日で 15％近く上昇していたこともあり、26 日は利益確定売り

に押されて反落。27日は各国の景気対策への期待感から買いが

広がり、反発した。新型コロナウイルスの感染拡大に収束の兆

しが見えない中、今週も値動きの荒い展開が続くか。米国や中

国の主要経済指標が波乱要因になる可能性もあるとみられる。 

 

【ロシア】 RTS指数は 3.4％高と 6週ぶり反発 今週は欧米株価をにらんだ展開か 

先週の動き／今週の展望 

RTS 株価指数は週間で 3.4％高と大幅に 6 週ぶり反発。新型コロナウイルスの感染拡大や主要国の株価動向の波及で

大きく上下したが、週間ではプラス圏で終了した。週明け 23 日はブレント原油価格が再び 1 バレル 25 ドルを割る中、

欧米株安を受けて RTS 指数が前営業日比 4.4％安と大幅に反

落。ただ、24日は米国の巨額の経済対策などを背景に欧米株や

原油相場が反発し、RTS 指数も 9.2％高と急反発。その後も欧

米株高を追い風に指数は 26日まで 3日続伸した。27日は新型

コロナウイルスの感染拡大や原油安が意識され、指数は 6.1％

安と大幅に反落している。個別銘柄ではポリウス・ゴールドや

MMC ノリリスクニッケルといった資源株が大幅高となった。

今週は欧米株価や原油相場をにらんだ神経質な展開か。 

 

【ベトナム】 ベトナム指数は 1.9％安と 3 週続落、今週は感染状況次第の神経質な

展開 

先週の動き／今週の展望 

VN指数は週間で 1.9％安と 3週続落。新型コロナウイルスの感染拡大を背景とする景気悪化への警戒感で週前半に大

きく下落したが、週後半は米国の金融・経済対策が好感され、下げ幅を縮めた。週明け 23日は世界的な景気後退への懸

念で指数は前週末比 6.1％安。24日も売りが続き、指数は一時

652.27ポイントと、2016年 12月以来の水準に下落した。その

後は米国で FRB が無制限の量的緩和に乗り出す中、2 兆ドル

の巨額経済対策の成立見通しを背景に米国株が大きく上昇し

たことでセンチメントが改善。指数は 25 日に 4.7％高と 5 営

業日ぶりに大幅反発し、27 日まで 3 日続伸。一時的に 700 ポ

イントを回復し、696.06ポイントで週を終えた。今週は新型コ

ロナウイルスの感染状況や米国株をにらんだ神経質な展開か。 
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【インドネシア】 
【先週の動き／今週の展望】ジャカルタ総合指数は 8.4％

高、30日から証券取引所の取引時間を短縮 

ジャカルタ総合指数は 4 日間の取引で 8.4％高と 3 週ぶりに

反発。週後半の上昇が奏功した。23日は今月 5回目のサーキッ

トブレーカーが発動され、指数は終値で前営業日比 4.9％安と

4000 ポイントを割り込んだ。24 日は政府が財政赤字を GDP

の 3％以内に抑える政策を見直す可能性を示唆したことが売り

材料視されて続落したが、祝日を挟んだ 26 日は前日の NY ダ

ウが続伸した流れで前営業日比 10.2％高と大幅反発。27 日は

政府が前日に追加の景気対策を実施する方針を示した効果で

続伸した。証券取引所の取引時間は 30 日から現地時間の午前

9時－同 11時 30分と午後 1時 30分－同 3時に短縮される。 

 

 

【タイ】 

【シンガポール】 

【マレーシア】 

【先週の動き／今週の展望】ストレーツタイムズ指数は

4.9％高、1－3月期の GDP速報値は前年同期比 2.2％減 

ストレーツタイムズ指数は週間で 4.9％高と 6週ぶりに反発。

荒い値動きが続いた。23 日は 2 月のコアインフレ率が前年同

月比で 10 年ぶりにマイナスとなったほか、外国人の入国規制

強化に伴うシンガポール航空株の急落で、指数は前営業日比

7.4％安と反落。一方、24 日は世界的な景気刺激策拡充の動き

が好感されて 5.8％上昇すると、25 日はさらに 6.1％高と続伸

した。26日は 1－3月期の GDP速報値が前年同期比 2.2％減と

低迷した影響で売られたが、27日は政府が追加の景気支援策を

実施する可能性を示唆した効果で反発している。今週は 3日に

2月の小売売上高と 3月の製造業 PMIが発表される予定。 

 

【先週の動き／今週の展望】SET 指数は 2.4％安、23 日に

サーキットブレーカー発動 

SET指数は週間で 2.4％安と 3週続落。週初の下落が痛手だ

った。23日はサーキットブレーカーの発動で 30分間の取引停

止となり、指数は終値で前営業日比 9.1％安と大幅反落。同日

に発表された 2月の貿易収支（通関ベース）は市場予想から上

振れたが、買い材料視されなかった。ただ、24日に反発すると、

25 日は中央銀行が金融機関の流動性が十分に確保されている

との見解を示したことで安心感が広がった上、2 月の鉱工業生

産がほぼ市場予想通りだった効果で前日比 4.5％高と続伸。週

後半も上値を追う展開で、27 日まで 4 日続伸して取引を終え

た。今週は 2日に 3月の消費者信頼感指数が発表される予定。 

 

【先週の動き／今週の展望】クアラルンプール総合指数は

3.1％高、今週は 3日に 2月の貿易統計発表 

クアラルンプール総合指数は週間で 3.1％高と 3 週ぶりに反

発。週初に反落したが、その後は週末まで 4日続伸と堅調だっ

た。23日は政府が 18日から 2週間の予定で開始した活動制限

について延長する可能性を示唆したことが売り材料となり、指

数は前営業日比 3.3％安と反落。一方、24 日は米 FRB が前日

に開催した臨時の FOMC で、無制限の量的緩和を決定した効

果で前日比 2.5％高と反発した。その後も買い優勢の展開が続

き、27日は終値で 2週間ぶりの高値を更新している。今週は 3

日に 2 月の貿易統計が発表される予定。外部要因では中国の 3

月の公式製造業 PMIと財新製造業 PMIの内容が注目される。 
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